
 
 

 

 

教育目標  

◎よく考える子供 ○思いやりのある子供 ○明るくたくましい子供 

食育について考える  
                                                         校長 高野 博文  

 いよいよ師走、12月を迎えました。今学期はコロナウィルスが猛威を振るう中、９月中は午前授

業で始まりました。子供たちの健康と安全を考え、ほとんどの行事の中止を早期に決断しました。

しかしながら11月を迎えるころから感染者数はぐっと減り、私たちの生活も緩和されつつありま

す。工夫すればできた行事もあったのではないかと反省しております。今回の保護者アンケートに

もそのようなお声が届いております。今後、３学期を含めた残された時間の中でできる行事を検

討していきます。 

 さて、今月は皆さんと一緒に「食育」について考えていきたいと思います。最近のテレビ番組では

レポートを含め「食」を扱うことが多いように感じます。また、学校給食や食中毒に関する報道も目

立ちます。我々の「食」に関する関心もだんだん深まってきているのでしょう。私も「食」に関する書

物に目を通すことが多くなりましたが、そこで共通して語られていることは、日本の無駄ともった

いなさです。日本は今や世界一の残飯大国となってしまっているのです。ある書物によると、日本

の１年間の食品廃棄量は約2000万トンにものぼり、そのうち340万トンは食べ残しや手つかず

の食品だそうです。こんな状況を作りつつ日本は61％もの食料を輸入に頼っているのです。一方

で世界の人口の92％の人々は貧しい食生活を送り、８億人以上の人々が栄養失調に苦しみ、１年

間で約900万人もの人が食べるものがなく亡くなっています。世界の中では、食べることができ

るのは決して当たり前のことではないのです。 

 最近耳にすることが増えてきたSDGsですが、第２のアイコンに「飢餓をゼロに」があります。これ

は、飢餓に苦しむ人を例外なくゼロにするという目標です。また、第12のアイコンには「つくる責任

 つかう責任」があり、これは食料の廃棄を削減したり、貴重な天然資源を大切に使ったりなど、モ

ノの生産と消費に関する取り決めです。 

今、私たち大 人が「食 育」に本 気で取り組む時代だと確 信しています。学 校においては残 念なが

ら限界があります。学校・家庭・地域が協力して「食育」にも力を入れていきましょう。 
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令和 4 年度の教育について 

 令和 4 年度の教育方針をお知らせします。今後、学校評価を経て決定する件もありますが、決定

したものからお知らせして参ります。（詳細は保護者会等で説明します。） 

 ・全学級で編成替えを行います。担任は状況を勘案して配置します。 

 ・登校班を廃止します。各学期初めの集団登校も行いません。なお、４月初めの１年生の登校時に 

は見守りを行う予定です。 

お知らせ 

 ・12 月６日（月）から、佐藤成美養護教諭が出産休暇に入ります。後任に森範子養護教諭が着 

任します。 



 

 

 1日(水) 

 

 

2日(木) 

3日(金) 

6日(月) 

11日(土) 

保護者会5・6年 

思い出作り行事5年 

表現発表6年 

なわとび旬間（12月15日まで） 

保護者会3・4年 

安全指導 

避難訓練 

土曜授業（3時間授業・公開なし） 

20日(月) 

21日(火) 

24日(金) 

25日(土) 

・・・・・・ 

1月7日(金) 

1月8日(土) 

 

1月11日(火) 

委員会活動 

社会科見学4年  

2学期終業式、4時間授業 給食終了 

冬季休業日始 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

冬季休業日終 

3学期始業式  

（3時間授業・公開なし） 

校内書き初め会 給食開始 

１２月の行事予定 

 今月の生活目標   

正しい言葉づかいをしよう 
時と場を考え相手意識をもって自分の思いを話

すことは、生活指導の目標である「児童自らが社会

的資質を伸ばすとともに、さらなる社会的能力を獲

得する」上でとても大切です。あいさつ、返事と共

に、正しい言葉遣いで話すことについてご家庭でも

話題にしてください。 

今後、本格的な寒さに向かいます。寒い日でも、

校舎内では防寒着（ジャンパー等の上着、マフラー

やネックウォーマー、手袋）を着用しないよう指導

しています。寒さ対策は、肌着など中に着る物でも

調整できるようご配慮ください。 

また、登校時刻が早過ぎて、寒い中昇降口前で

15 分ぐらい待っている児童が見られます。お子さ

んが８時15分から23分ぐらいの間に学校に着く

よう、家を出る時刻を調整してください。 

（生活指導主任 阿部 直人） 

 

～５年生 今できることを少しずつ～ 

新型コロナの感染者数が減少し、子供たちの行動の

幅が少しずつ広がってきました。音楽の学習では、鉄

琴や木琴、アコーディオンなどで「シンクロ～BOM

－BA－YE～」に挑戦しました。授業中だけでなく休

み時間等にも熱心に取り組み、11 月以降は体育館に

学年で集まり合奏することができました。 

国語の学習では、距離や時間に気を付けながら話し

合いの活動を行いました。「よりよい学校生活を送る

ために」ということで自分たちの学校生活をよりよく

するためにいったい何ができるのだろうかと知恵を

出し合いました。昨年からなかなか話し合い活動がで

きていませんでしたが、今回の学習を通してお互いの

立場を理解して、自分の意見を伝えながらも相手の意

見を尊重する意識が高まったように感じます。 

気が付けば、残り４か月ほどで北原小学校の最高学

年となります。６年生からのバトンをしっかりと引き

継ぐために、高学年としての自覚を更に高めていける

よう指導していきます。      （徳留 宏彰） 

なわとび旬間 
12 月２日（木）から 12 月 15 日（水）までな

わとび旬間に取り組みます。なわとび旬間では、

リズム縄跳び・縄跳びカードに取り組んでいきま

す。リズム縄跳びは、中休み・昼休みの終わりの

５分間に曲にあわせて、リズムよく前跳びや駆け

足跳びなどを行っていきます。曲は、昨年度に引

き続き、YOASOBI の「夜に駆ける」です。運動

委員会の児童が跳び方や技のポイントなどを事前

に紹介します。途中に、自分の好きな跳び方をす

るところでは、得意な跳び方をしたり、跳べるよ

うになりたい技を練習したりできます。体を動か

すことを通して、もっと運動したい、運動するの

が楽しいと感じてほしいです。 

       （上竹 香帆） 

 

◆保護者アンケート 

「令和３年度教育活動についてのアンケート」の案

内をお配りしました。本年度も新型コロナウイルス感

染拡大防止への対応により、昨年以上に例年と異なる

教育活動が多くなりました。実施できない活動が増え

た１年間ですが、これまでの教育活動を改めて見つめ

直す機会ともなりました。今年度一年間の本校の教育

活動について御意見をいただき、来年度の教育活動に

生かしていきたいと考えております。なお今年度より

インターネットを使用しての回答に変更いたします。

詳細は連絡メールにてお知らせしました。御理解、御

協力の程、よろしくお願いいたします。いただいた御

回答につきましては、学校の自己評価、児童アンケー

トの結果と合わせて分析、検討し、改善策をお示しい

たします。 

 

◆トイレの洋式化 

 1・2 階の児童トイレに 1 か所ずつ和式トイレがあ

りますが、これを洋式にトイレに改修しました。 

 

お知らせとお願い 


